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は じめ に
1997年6月神 戸市 児童殺 害事 件 で少年が逮捕 された後 、新 聞、週刊 誌、
テ レ ビでは、少年 犯罪 に関 しての各 国の 司法制 度 を紹介 す る記事 が 多 く
見られ た。 それ らの記事 の 中で しば しば 言及 され たのは 、5年 前、 イギ
リスの リバプー ルで、 当時10歳の少年2人 が2歳 の幼 児 を誘拐 して殺害
した事件 であ った。 とい うのは、 その殺 害方法 の残虐 性や 殺害後 の状況
の 異常性 と、「犯 人」が予 想以上 に幼 か った こ とで社 会が受 け た衝 撃の大
きさが、神 戸 市の 事件 と共通 す るため であ った。 この事件 で起 訴 され た
2人 の少 年は 「無 期懲役」 が 言い渡 され、 イギ リスの新 聞、 テ レビは少
年の実 名 と写真 を報道 した。
他 方、日本 にお いては、顔写真 報道 で渦 中の『フ ォー カス』『週 刊新 潮』
が 、この イギ リスの事件 を取 り上 げ るこ とで、 日本の少年 法の甘 さ と、
顔写 真報 道の11三当性 をk張 、 さ らには、写真 掲載へ の新 聞、 テ レビに よ
る批判 は、「人権 の呪 縛に囚 われ た 日本のマ ス コ ミ1の 「エセ ・ヒューマ
ニ ズム」にす ぎない と反論 した{η。
はた してイギ リスでは少 年犯罪 者の 人権 に 「囚われ」 ないため 実名報
道が行 われ てい るの であ ろ うか。
少年事 件の 報道 に関す る第1の 視 点 は、少 年事 件報道 が、少 年法制 の
基本理 念 と密接 に関連 してい る点に あ る。少年 に よ る事 件 を、 「犯 罪」と
して大 人 と同 じ刑 事 司法的観点 か ら捉 え るか 、あ るいは「非 行少 年」「要
2保護 少 年」 と して、福祉 ・保護 的観点 か ら捉 え るか に よって、報 道の位
置づ けは異 な って くるか らであ る。
少年 の実 名報道 を認め るか 否かは、比較 法的 に 見 ると少 年法制 の 基本
理 念 と表裏一'体の関係 にあ る。 イギ リスや ア メ リカでは一 部の 凶悪事件
つ いては少 年の実名 が報道 されて いる。 それは その 国におけ る少 年法制
の歴 史の 中で福祉 ・保護 的機能 よ りも刑 事司法 的機 能が優 先 され るよ う
に な った経 緯が あ るか らあ り、その意味 で、少 年法制 の刑 事 司法的 な基
本理 念 をその ま ま反映 して い るの であ る。
これに対 して、B本 の少年 法は福祉 ・保護 的機 能 を基本 理 念 とす る。
このため審 判 の非公 開 ・匿名 原則 を貫 いて いる。 実名報 道 に よって少年
や その家族 に もた らされ る犯 罪者の烙 印や 社会 的生活 基盤 の 喪失は 、少
年 の社会復 帰 ・更生 に とって致 命的 ともな りうるか らであ る。
1985年国連 で採択 され た 「少年 司法運 営に関 す る最低 基準規 則」 が8
条にお いて、「1.少年のプ ライバ シー の権 利 は、不 当 な公表や ラベ リン
グに よって生 ず る害 を避 け るため に、あ らゆ る段 階 で尊 重 されなけ れば
な らない。2.原 則 として、 少年犯 罪者の特定 に結 びつ きうるいか な る
情 報 も公表 してはな らない。」 とい う規定 を設け て いる。
日本の 少年 法は この国際的 な共通 認識の上 に立脚す るの であ る。
少年事件 報道 に関す る第2の 視点 は、広 く成 人 も含め た犯 罪報道 ・裁
判報道全般 の 問題 で ある。
神戸 市 児童殺害事 件の報道 は、マ ス コ ミに よる犯 罪報 道 の現状 へ の批
判 も惹起 した。加 害 者や その家族 のみ な らず 、被害 者 を 「さら し者 」に
す る興味 本位 の取材や 記事が もた らす深刻 なプ ラ イバ シー侵害 、 警察の
… 方的情報 に 基づ く犯 人視報 道、 「ペ 一ーパ 一ー・トラ イア ル1に よる公正 な
裁 判へ の悪影響。女 子高生 コン ク リー ト詰め殺 人事件 、連続幼 女誘 拐殺
人事件 、松 本 サ リン事 件 、東電 女性杜 員殺害事 件 と、犯罪報 道に よる深
刻 な被 害の実例 は枚挙 にい とまが 無い。 これ は週刊 誌や 夕刊紙 、 スポー
ツ紙 とい った1イ エ ロー ・ペ ーパ ー」ばか りで な く、 日本 の3大 一般 紙
3であ る朝 日、読 売 、毎 日新 聞 にお いて も変 わ りない。
確 かに イ ギ リスのマ ス コ ミ報道は、 タブ ロイ ド紙 を中心 と した王室 ス
キ ャンダル報道の加 熱ぶ りでは悪名高 く、新 聞報 道の法的 規制 措 置の導
人論 も出てい るほ どであ る。 しか し、少 な くとも犯 罪報道 ・裁 判報道 に
関 して言 えば 、日本 との隔 た りは大 きい。特 に タイム ズ、ガー デ ィア ン、
インデ ィペ ンデ ン トな どの英国 高級誌 と日本の三大紙 を比較す れば その
違 いは歴然 としてい る。 この違 い を考慮 しない ままに、 イギ リスの 少年
の実 名 ・顔写 真の報道 を論 拠 に して 日本 で も報道すべ きであ る と論 ず る
の は、早計 に失す る。 少年 事件 の実名報道 の是非 は、 日本 の犯罪報 道の
現状考 察 を抜 きに論 ず るこ とはで きないので ある。
以上 の よ うに、少年事件 の報 道は、少 年法 の問題 と、犯 罪報 道の 問題、
この二つ が交錯 す る問題領域 である。
本稿 では、英 国の幼 児誘拐殺害事件 と日本 の児童殺 害事 件の 比較 を通
して、 少 年事件報 道 の相違 点 を明確 に し、 その相 違の 背景に あ るイ ギ リ
スの少 年法制 と裁判報 道の特 色 を概 観 したい と考 える。 そこで、 第1章
では、 まず少 年事件 の実名報 道 をめ ぐる日本 の議論 を整理 し、 第2章 で
は、 イ ギ リスのバ ル ガー事件 を通 して少年 手続 と報 道の現状 を検証 し、
第3章 で、 イギ リスに おけ る少年法制 の特 質 と裁 判報道 に対す る法 的規
制 につ いて論 じたい。
1少 年事件の実名報道 をめ ぐる日本の議論
1.神 戸市 児童殺害事件 の顔写真報 道が提起 した問題 点
1997年6月28日、神 戸 市須磨 区の小学 生殺 害事件 で容 疑者 として逮捕
され たの は、14歳の少 年であ った。翌 朝、犯罪記 事に関 しては通常 扱 い
の小 さいH本 経 済新 聞 も含め て、新聞 各紙は一面 で、逮捕 の事 実 、殺 害
方法 な どにつ いてすで に一部 自供 を始 めて い る旨 を大 き く報 じた。 テ レ
ビ、週 刊誌が い っせ いに この問題 を取 り上 げた中で、7月2日 発売 の写
4真週 刊 誌 『フォー カス』(新潮 社7月9日 号)は 、「14歳酒 鬼薔薇聖 斗 の
学校 と殺 人動機 」 との 見 出 しで、逮捕 され た少年 の顔写 真 を掲 載 した。
『フ ォー カス』 の顔 写 真報道 で誰 もが 想起 したのは、1989年4月に 『週
刊文 春』 が、女 子高生 コン ク り一 ト詰め殺 害事件 の被疑 者少年 の 実名 を
公表 した こ とであ ろ う。
1988年11月、東京 の足立 区綾 瀬 で女 子 高生 が監禁 され、 翌年3月 に ド
ラム缶 に コン クリー ト詰め に され た死 体 で発 見 され た事 件 で、少 年4人
が逮捕 され た。 今 回の事 件 と同様、 マ ス ・メデ ィア は被 害者の遺体 の状
況や暴行 の 詳細 を報道 しセ ンセー シ ョナ ルに事 件 を取 り上 げ る中 で、『週
刊文春』4月20E」号が、 「女子 高生惨殺 事件 第2弾 ・加 害者 の名前 も公表
せ よ!」 とい う見出 しで、逮捕 され た4人 の 少 年の実 名 、 さ らに両 親の
実名 と職 業 まで公表 したのだ った。
少年 事件 の場合 、氏名や顔 写真 等本 人 を特 定 しうる事項 を報道 す るこ
と、 す なわ ち実名報 道 は、少年法 に よって禁 じられて い る。少 年法61条
は、「家庭裁 判所 の審判 に付 され た少年 又は少 年の とき犯 した罪に よ り公
訴 を提 起 され た者 につ いては、 氏名、年 齢、職 業、 住居 、容ぼ う等 に よ
りその者 が 当該事件 の本 人 であ るこ とを推知 す る こ とが で きるよ うな記
事 又は写真 を新 聞紙 その他 の 出版 物 に掲 載 して は な らない」 と規定 して
い る。罰 則規定 が ない こ とも原因 して、 この よ うな法 の存在 に もかか わ
らず、 凶悪事件 が発生 して少年 の実名 が報 道 され た例 は この2つ の事件
に とどま らない。 そ して その度 に少年 事件 の実 名報道 の是非 をめ ぐる議
論が な され て きたの であ る(2}。
少 年事 件の 実名報道 の是非 をめ ぐる議 論の論 点 を整理 す る と、 実名 報
道 を肯定 す る論 拠 と して挙 げ られ てい るのは、① 少年 に よる凶悪 犯 罪の
抑止効果 、② 現行少年 法の保 護主義へ の疑 問(少 年犯 罪の 処罰 強化 の必
要性)、③ 社会 防衛 、④報 道の 自由、⑤ 国民 の知 る権 利、で あ る。これに
対 して、実 名報道 を否定す る論拠 は、① 少 年法の基 本理 念(保 護 ・健 全
育成)、② 冤 罪の場 合 の名誉 ・プ ライバ シー 回復 の 困難性 、③ 「無 罪推定 」
5を受 け る権 利、④公 平 な裁判 を受 け る権 利 、⑤ 社 会的制裁(リ ンチ)の
否定 であ る。議論 の論点 は、上 述 した よ うに、2つ の基本的 な問題 に整
理 で きる。 第1に 、少年 法 の基本理 念 をめ ぐる対 立 であ る。 肯定 す る論
拠 の① ② と否定 す る論拠 の① がおお よそそれ に当た る。第2に 、犯 罪報
道 の あ り方 をめ ぐる対立 であ る。肯定側 の③ ～⑤ と否定側 の② ～⑤ が そ
れに 当た ると言 え るだ ろ う。
2.少 年法 の基本理 念 をめ ぐる対 立
(1)少年事 件 の実名報道 を肯定 す る中心的 な論拠 は、凶悪犯 罪 を犯 した
少年 には保 護 では な く成 人 なみの厳罰が ふ さわ しい とす るこ とにあ る。
例 えば、 今 回の顔写真掲 載 を正 当化す る主張 を ま とめ る と以下 の よ うに
な るであ ろ う。
「大 人顔 負けの 凶悪 な事 件 を犯 してい なが ら、少 年 とい うだけ で保護
され るの はおか しい。少年法 が制定 され た時代 に おいては、 少年の保護
とい う理 念は妥 当 したか も知 れ ないが、 少年事 件が 凶悪化 してい る今U
において 、少年 の保 護 ・健 全育 成 とい う理 念 を もちだす のはナ ンセ ンス
であ る。 と くに、 凶悪事件 であ って も少 年院か ら2年 で社 会に戻 って く
る。 その犯 した罪に対 して2年 で は制裁 として は軽 す ぎる し、 更生 しな
い まま帰 って くるのであ るか ら社会 に とって危険で ある。 したが って、
少 年の実 名 ・顔写真 を公表 す るこ とに よって、社 会 を防衛すべ きで あ る
し、軽す ぎる処分 に代 わ る社会的制 裁 を課すべ きであ る。」(3)
少年事 件 の実名 報道 を必要 とす る考え方 の根 底 にあ るのは、制 定時 と
今 日との社 会状 況の変化 に視点 を据 えた、現行 少年法 の保 護 ・健 全 育成
とい う理 念に対 す る疑 問提 起 であ り、社会 防衛 ・厳 罰化へ の傾倒 であ る。
少年事件 の報道 のあ り方 は、比較法 的に 見て もその国の少年法 の基本
理 念 と密 接 に関連 してい る。 む しろ理 念の制度 的具体 化の一一つ と言える
だ ろ う。 ア メ リカや イギ リスにお いて は少年 の実名 ・顔写真が報 道 され
てい るが、 それ は以 下 に述 べ る よ うに それ ぞれの 国 におけ る少 年裁 判
所 ・少年法 に対す る基本 的 な姿勢 の現れ なので あ る。
6(2)アメ リカにお いて、1899年シカ ゴで初め て創設 され た少年裁 判所 は、
刑 罰 では な く少年の保護 ・更生 を 目的 とす る福祉機 関 として、刑事裁判
所 か ら分 離 され発展 して きた。 少年裁判所 に とって、審判 の公開や少年
の実名 の報道 は、少 年に犯 罪者 の烙印 を押 す こ とを引 き起 こ し、少年 の
社 会復 帰に とって有害 であ る と考 え られ た。 このため少年裁 判所の成立
後 しば ら くは、手続 の非公開 お よび匿 名原則は 、少年 裁判所 が その福祉
的機 能 をはたす うえで本質的 な要素 と考 え られ ていたの であ る。
しか し1970年代に 入 る と、少年 裁判所 の保護処分 が現実 には 自由の束
縛 と社 会 的烙 印 を もた らす 点 にお い て刑 罰 と異 な らない こ とが認 識 さ
れ、少 年手続 の適正 手続化 の要 請が強 くな ってい った。 また他 方で、少
年 に よる凶悪 犯罪の増 大が、 それ までの保 護主義 の潮流 を後 退 させ、厳
罰化 に向け て反転 して いったの である。 この刑 罰主義 への 方向転換 は、
同時 に、非 公開 ・匿名原則 で少年 を保護 す るよ りも、公表 に よって市民
の安 全 を守 る とい う社 会防衛 の利益 を優 先す る理 念の変化へ と結 びつ い
て い ったの で ある〔4)。
(3)イギ リスにお いては、 第3章 にお いて詳述 す るよ うに、少年手続 は
ア メ リカ とは異 な り、 当初 か ら基本的 には刑事 裁判所的 な色彩が 濃か っ
た。 少年裁 判所 は、現在 で も組織 上は、 比較的 軽微 な成 人の犯 罪 を扱 う
治安 裁判所 の特別部 として設 置され てお り、 そこでの 手続 も刑事 手続 と
ほ とん ど変 わ らない。 ただ少年裁 判所 では、非 公開 ・匿名 原則 は貫かれ
てい る。 これに対 して少 年事件の うち特 に殺 人等の重罪 の場 合 は、刑 事
法院(CrownCourt)において公開 の陪 審裁 判が、成 人 と全 く同様 の 手
続 で行 われ、 そ して成 人に準 じた刑 が課せ られ る。 したが って、 重罪事
件 の場 合 は犯罪行為 の 重大性 が重視 され るため 、 まさに刑事 裁判 その も
の として、成 人 と同様 の公 開裁 判 ・報 道の 自山が本来保障 され るので あ
る。 ただ し、少 年 とい う存在 の特殊性 を考慮 して、例外 的に裁判 官が裁
量に よって報道 を制 限す るこ とがで きるだけ であ る。 イギ リスの少年手
続 を全体 と して見 る と、刑事 裁 判に近 いの であ る。
7この よ うに、 ア メ リカ ・イギ リスで実名 の報道 が行 わ れて いるの は、
その少 年法制 の 基本的理 念が刑事 司法的側 面に重 点が あ るこ とに 由来 し
てい る。
これ に対 して、 日本 の少年法 は少年 の福 祉 ・保 護 を基 本理 念 と してい
るため非公 開 ・匿名原 則 を採用 して いるの であ る(1条、22条2項、61条)。
少 年事件 の実名報 道 をす る とい うこ とは、上述 した少 年法の基本理 念の
対 立点 を視 野 に入れつ つ、 まず この基本理 念の 見直 しの議 論 を前提 とし
なけれ ばな らないはず であ る(5}(6}。
3.犯 罪報道 の あ り方 をめ ぐる対 立
(1}少年事 件の実 名報道 をめ ぐる第2の 対立 は 、報 道の 自由 ・国民 の知
る権 利 と犯罪報道 被害 の現実 とをめ ぐって従 来か ら議論 され てい る問題
であ る。
イギ リスで は、バ ルガー事件 の よ うに少年 事件 であ って も凶悪 なケー
スで あれば 、成 人 と同様 に実 名 ・顔 写真が 報道 されて い る。 この点 が、
今 回 の神 戸市 児童殺害事件 での顔写 真報 道 を正 当化す る理 由 と して挙げ
られ た。しか し、その よ うな論者 が 見落 と してい る決定 的 な ポイン トは、
そ もそ も成 人の犯罪報道 ・裁判 報道の あ り方が イギ リスと 日本 とでは質
的 に も量的に も異な るこ とであ る。
衆知 の よ うに、現在 の 日本 におけ る犯 罪報道 は、野放 し状態 にあ る。
少年法61条を除 けば犯 罪報道 に対す る直接 の法 的規制 はな い。確 かに刑
法の名誉棄損 罪(230条)は報道規制 的 な性格 を持 って いる。 しか し、 報
道 した事実 の公 共性 、ll的の公益性 、 内容 の真実性 とい う3要 件 を満 た
してい る場 合 には、 名誉棄 損罪 は成立 しない(230条の2)。 そ して、起
訴 され る前 であ って も被疑者の犯 罪に関 す る事実 は公共 的 な性 質 のあ る
事柄 とされ る(同 条2項)う えに、 た とえ報道 した事実が 真実 ではな く
誤 った報道 であっ て も、 報道側が真 実 だ と誤信 した こ とにつ いて、確 実
な資料 ・根 拠が あ り誤信 す るの もや む を得 ない場 合には 、名誉棄損 罪は
成 立 しない とされて い る(最大判昭和44年6月25日刑集23巻7号975頁)。
8したが って、警察の発 表に 基づ いて報 道 した場合 に は、た とえ誤 認逮捕 ・
誤判 であ る ことが後 に判明 した場合 であ って も、報道機 関 は刑事 責任 を
問 われ るこ とは ない。 これが 、・一種 の抜け道 となって、警察発表や 捜査
官 の リー クで得 た情報 を もとに、犯行 の動機 、取調べ の進行状 況や 自白
の 内容、留置場 や取 調室に おけ る被疑 者の態度 を詳述 す る紙面 を生み だ
す要 因 とな って い る。
また メデ ィア に よる名誉や プ ライバ シー侵 害に対 す る損 害賠償(民 法
709条、710条)とい う民事的 な救済措 置 は存在 す るが、裁 判に長い時 間
と高 い費用 を要す るに もかか わ らず、著 し くその賠償額 が低 い上に、 民
事裁 判 に訴 えるこ とに よって生ず る二次的 な報 道被 害 を恐 れて、 司法 的
な救 済 を求め る者 は少 ない。 この ため 法が報道 を規制 す る機能 を果 して
い ないのが現 状 であ る。
以上の よ うな 日本に おけ る法的規制 の仕組 みが整備 され てい ない現状
に加 えて、マ ス ・メデ ィアの 自主規制 と して、例 えば新聞倫理 綱領(昭
和21年7月23日制定 、昭和30年5月15日補正)が あ るものの、 市民か ら
の被害や苦 情 を処理 す るためのプ レス評議会や オ ンブ ズマ ン制度 は存在
しない。
これ に対 して、 イ ギ リスでは、 名誉 棄損 法の他 に も事件 ・裁判の報 道
には厳 しい報道 規制 が あ る。 公正 な裁判 を維持 す るこ とを 目的 とし、そ
の歴 史 を12世紀 まで遡 るこ とが で きる法廷 侮辱法 の存在 で ある。 さらに
プ レス苦情 処理 委員会(PCC)と い うメデ ィア の 自主規制機 関が 存在す
る{η。
この よ うに イギ リスの場 合 に比 較 してみ る と、法的規制 も、有効 な 自
主規制 の制 度 も存在 しない ままの 日本 の現状 において 、少年事 件 も実 名
報道 をす る とい うこ とは、報道被 害 を ます ます広 げ るこ とを意味 す るの
であ る。
では次に、 イギ リスのバ ルガー事 件 の例 を通 して、少 年手続 と報道の
現状 を見 るこ とに しよ う。
9IIバ ルガー事件 と報道⑧
1.事 件 の発生
1993年2月12日、被害 者 であ るジェー ムズ ・バル ガー(当 時2歳)は 、
母 親 に連 れ られて リバ プー ルにあ るブー トルの シ ョッ ピングセ ンター に
買 い物 に来 てい た。事件 が起 きたのは、母 親が 肉屋 で買 い物 をして彼か
ら 目を離 したほんの数分 の 問であ る。15時37分51秒、 シ ョッピングセ ン
ター の防犯 カ メラは ジェー ム ズが母親 と肉屋 に向か う姿 を記録 して い る
が 、 その5分 後の15時42分32秒に は、別 の防 犯 カ メラが、ふ た りの少年
(10歳～14歳ぐらいの年格 好の少年)が ジェー ムズ を連 れ去 る姿 を捉 え
てい る。
通報 を受 け た警 察は 、捜 索 を開始。 テ レビ ・ニュー スで事 件が放 送 さ
れ る と、 目撃情報 が次 々寄せ られた。 泣 いて い るジェー ム ズを無理 矢理
引 きず って い る少年 たちの姿 を目撃 した店貝。 泣 き叫 びなが ら走 る男の
子を抱 き ヒげ る少年 た ちの姿 を 目撃 した ドライバー。 また、 シ ョッ ピン
グセ ンターか ら1.6キロ程 離れ た場所 で、行 方不 明に な ってか らほぼ45分
後 に、 あ る女性 が 目撃 した とい う情報 もあ った。
しか し事件 か ら2日 後 の2月131{、シ ョッピン グセ ン ター か ら約4キ
ロ離れ た ウォル トン地区 の鉄 道線路 上で、 ジェー ム ズは死体 で発 見 され
た。 死体 は線路上 に放 置 され ていたのだ ろ う、線路 を通過 した機関 車に
よって腰の辺 りか ら切断 され てい た。 ド半身 は裸 の状 態 で、脱 が され た
ジェー ム ズの ソッ クス、靴、 ズボン、パ ンツは、上 半身の周囲 に散乱 し
ていた。 ズボ ンには青 いペ ン キが付着 して いた。 顔や胴体 は蹴 られ 、鈍
器 で殴打 された ためか頭 蓋骨 は砕け てい た。 しか しこの時警察 の公式 発
表 と して は1死 体 は列 車に よって損傷 を受 け た」 とい う表現 に とどめ ら
れた。
翌朝2月15日付 けの ガー デ ィア ン紙 は 、 ジェー ム ズの死体 発 見を報 じ
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てい る。一一面であ るが 扱 いは非常 に小 さい。
2.被 疑者 の逮捕 ・取調 べ
(1)結局 、寄せ られ た情 報の 中の一iつが 被疑者逮捕 につ なが った。 テ レ
ビで放 映 された少年の うち一 人が、知 人の息 了に似 てお り、 その 子は事
件 当 日の 金曜 日に学 校 を さぼ った うえ、 夜遅 く帰宅 した と きに は ジ ャ
ケ ッ トにペ ンキを付け て いた とい う。 この情報 に基づ いて、事件発 生後
6日 目の2月18日の 朝、二 人の少年が逮 捕 され た。 逮捕 され た二 人は10
歳 の 子ど もであ った。
イ ギ リス(イ ングラン ドとウェー ル ズ)で は、14歳以上18歳未満 の少
年 は「青 年」(YoungPersons)と呼ばれ、刑 事責任能 力が認 め られ るが、
10歳以上14歳未満 の少年 は 「児童」(Children)と呼 ばれて、犯 罪 を犯 す
能 力は ない と推定 され てい る。 しか し、善悪 を判断 して行 動 で きる能 力
が あ るこ とを証拠 に よ って反証す るこ とが認 め られ てい るので、反証 を
許 す推定(arebuttablepresumption)である とされ てい る。 この点 で、
10歳未満 の少 年には刑 事責 任能 力が全 く認め られ ないの と異な る(Chil-
drenandYoungPersonsAct1933,s50amendedbyCYPA1963,s.16
(1))。
逮捕 ・勾留 、捜索 ・押 収 とい う捜 査手 続 きに 関 しては 、基本的 には 、
大 人 と少 年の区別 はない。 したが って、逮捕 した被疑 者 を警察 に拘 禁 で
きるのは 原則 として24時間 まで であ り、 その時 点 で起訴 か釈 放 か を決め
なけ れば な らない(Police&CriminalEvidenceActl984,s.41)。ただ
し重 大 な犯 罪 に限 っては 、警視(superintendent)かそれ以 上の ラン クの
刑 事の許 可が あれば36時間 までは身柄 拘 束を延 長で きる(s.42)。さ らに
例外 的 なケー スに限 って、治安 裁判所 に 身柄拘 束の延 長 を請求 す る こ と
が可能 であ るが 、 この場合 で も逮捕 か ら96時間 を越 え るこ とは で きない
とされ てい る(s.43,s.44)。
口本 にお いては、「少年 」は20歳未 満の者(少 年法2条)を さ し、 イギ
リス と異な り年 長少年 と年 少 少年 を概 念上 区別 してその法的 な取 扱 いに
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差 を設け てい ない。 ただ し、刑法 臼4歳 未満の少 年 は刑事責 任能 力が否
定 され(41条)、さらに少年法 が16歳未満 の少年 につ いては検 察官 送致 を
認め て いない(20条但 書)の で、16歳未 満の少年 は刑事裁 判所 で犯罪 者
として刑事 責任 が問 われ るこ とはな い。捜 査 につい ては、少年 で も刑事
訴 訟法の適 用が あ るの は イギ リスと同 じであ る。 したが って、捜 査 手続
と しては、 犯 罪 を犯 した と疑 われ る少 年が逮捕 され る と、少年 の 身柄 は
48時間は警察 の手 元に置かれ、取調べ を受 け る(刑訴法198、199、203条)。
取 調べ の際、 弁護十や 家族の立 会 いは認め られて いないの は、後述 す る
イギ リスの状 況 とは大 き く異 な る。 その後 、事件 は検 察官 に送 られ、検
察官 の取 調べ を受 け るが、必要 が あ る と判断す る ときは 、裁 判官 に対 し
て少 年の勾留 が請求 され る(205条)。この勾留請求 が裁判 官に よって許
可 され る と、少 年は10日間 身柄 が拘 束 され、場 合 に よっては、 さらに10
日間勾留の延 長が認 め らる(208条)。この勾留期 間中 、少年の 身柄 が収
監 され る場 所は 、原 則 と しては拘 置所 とされ てい るが(監獄 法1条1項)、
少 年の場合 には少年鑑 別所 に拘 禁す るこ とが で きる とされ てい る(少 年
法48条2項)。 しか し現実に は、警察 の留 置場(代 用 監獄)に 収容 され る
こ とが 多い。成 人同様23日間、警 察の留 置場 に拘 禁 し取調べ す るこ とが
認 め られ る点 で、 イギ リス と大 き く異な る(9)。
具体 的に どの よ うに イギ リスの取調 べが 異な るのか 、以下 にや や詳 細
に 見てお きたい。
(2)1993年2月18B、木曜 日の朝 、少 年A(ロ バ 一ート ・トンプ ソン)
と少年B(ジ ョン ・ベ ナブ ル ス)は 自宅 で逮捕 され た。 同時 に捜査 令状
に基づ いて家 宅捜索 が行 われた。少 年Aの 家か らは、血痕 の付 いた靴 、
ズボ ン、 ジャ ンパー 、 ジャ ケッ ト類 が押収 され、 少年Bの 家 か らは、 青
いペ ンキが付 着 したか らし色の ア ノラ ッ ク ・コー ト、青 いペ ンキが付 着
した ズボ ン、 な どが押収 され た。
ふ た りは別 々の 警察 署 に収 容 され、 そ の夜6時 頃 か ら、事 務 弁 護 上
(solicitor)と、母 親(時 には父親 が)が 立 ちあ って、ふ た りに対す る取
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調 べ が 始 まっ た 。 イ ギ リス で は 、 被 疑 者 取 調 べ に は 弁 護 人 の 立 会 い が 認
め られ る と と もに 、 少 年 の 場 合 に は 親 な どの 立 会 いが 義 務 づ け さ れ て い
るか ら で あ る(CodeofPracticefortheDetention,Treatmentand
QuestioningofPersonsbyPoliceOfficerspara.6.8,para.11.14)。2
月20日まで 、 お よ そ3日 間 、 総 計7時 間 余 りに わ た る取 調 の 内 容 は す べ
て テー プ に録 音 さ れ(ThePolice&CriminalEvidenceAct1984,s.60
に よ っ て テ ー プ 録 音 が 義 務 づ け られ て い る)、後 に 公 判 で聴 取 さ れ る こ と
に な る。
少 年Aの 取 調 に は 、事 務 弁 護1:と母 親 が 立 ち会 っ た。録 音 テ ー プ に は 、
母 親 と事 務 弁 護 士 が 同 席 して い る こ と を録 音 して か ら初 め て 、 事 件 当 日
の 行 動 につ い て 質 問 が行 わ れ た 。3日 間 に わ た る取 調 に もか か わ ら ず 、
少 年Aは 、 ジ ェー ム ズ ・バ ル ガ ー の 殺 害 に 関 与 し た こ とを… 切 認 め よ う
とは しなか った。 殺 害現 場 に は い た もの の 、 ジ ェ ー ム ズに 対 す る暴 行 は
す べ て少 年Bが 行 っ た もの で あ り、自分 は 幼 児 に は 触 っ て い な い し、殴 っ
て もい な い と い う供 述 に 終 始 し た。
少 年Bに 対 して も同様 の 手 続 で取 調 べ が 開 始 され た。 少 年Bは 当初 は
犯 行 を否 認 して い た が 、 両 親 が1お 前 の こ とを と て も愛 して るん だ 。 だ
か らわ 、本 当 の こ と を 言っ て も い い ん だ よ。 た と え お 前 が どん な こ と を
して い て も… … 、 パ パ た ち は 決 して叱 っ た りし な い。 絶 対 に お 前 を 見 捨
て た りな ん か しな い よ」とい う説 得 が き っか け とな り、 「僕 が あ の 子 を 殺
した ん だ」 と堰 を切 っ た よ うに 自 白 を始 め た の だ っ た 。(10}
3.起 訴
1993年2月20日、 午後6時 頃 、 警 察 は 、 ジ ェー ム ズ ・バ ル ガ ー の誘 拐
な ら びに殺 害 と、別 の 幼 児の 誘 拐 未遂 容 疑 で 、ふ た りの 少年 を起 訴 した。
イ ギ リスで は10歳以 上18歳未 満 の 少 年 の 事 件 は 、少 年 裁 判 所{11)で審 理 さ
れ る の が 原 則 で あ る,,しか し、 そ れ に は 例 外 が あ り、 ま ず 、 殺 人
(homicide)〔12)事件 に つ い て は 、 少 年 裁 判 所 に 裁 判 権 は な く、 刑 事 法 院
(CrownCrout)での 正 式 裁 判 が 行 わ れ な け れ ば な ら な い。 さ らに 、14
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歳 以h18歳未満 の 青年(YoungPersons)につ いては、強盗 、強姦事件
の よ うな重罪事件 は 、刑事 法院 での正式裁 判が行 われ るこ とに なってい
る。(Magistrates'CourtsAct1980,s.24,CYPA1933,s.53)
少年 裁判所 での審理 は、非公 開 で、 民間人 の治安 判事3名 に よる審判
が行 われ る。 これに対 して刑事 法院 での 正式裁 判は、陪審裁 判 であ り、
裁 判官、検 察側代 理 人、被告側弁 護 人には、いずれ も法廷 弁護i:(Barris・
ter)として10年以 上実務 に従事 した者 の中か ら選ばれ た勅 選法廷 弁護士
(Queen'sCounsel,略称 はQ.C.)が選任 され る。
バル ガ 一ー事件 の場 合、少 年 たちは10歳ではあ ったが 、殺 人事件 で あっ
たため に、刑事法院 での陪 審裁判 を受 け るこ とに な った。 少年 た ちが殺
人事 件 で起 訴 され る と、治安 裁 判所 に出頭す るが、 そ こで保釈 され ない
場合 には、治安裁 判所 は、保 護施 設への収容 を決定 す る。(CYPA1969,
assubstitutedbytheChildrenAct1989,s.108(4)andSched.12)・種
の未決 勾留 であ る。
出頭 した少年 た ちが ブー トルの治安 裁判所 を出 る と、250人余 りの群衆
が沿道 を埋め ていた。 「人殺 し!」 「ろ くでな し!」 と罵声 を浴せ掛 け る
者、警官の 警備 の列 を くぐり抜け て少 年 を乗せ た護送 車 を拳 でたた く者 、
石 や卵 を投 げ る者 もいた。 この騒 乱の 中6人 が逮捕 され てい る(13)。
4.公 判開始 と報道規 制
1933年11月1日、 リバプー ルか ら北 に30キロ離れ たプ レス トン刑 事法
院 で少年 たちの公 判は開かれ るこ とにな った。事件 の発生 した リバ プー
ルに も刑 事 法院 はあ ったが、被 告の 罪状 に関 して先 入観 を抱い てい ない
陪審 貝 を選 出す るのが困 難であ る上 に、少年 た ちが治安 裁判所 に出頭 し
た とき発生 した混 乱 を考え ると、 市民 が暴徒 化 す る危険性 をお それ た治
安hの 配慮 が あ った とされ る。
公判開始 を前 に、裁 判所 はマ ス コ ミに たい して報 道の規 制 に関 す る記
者会 見 を して 、裁判 に対 す る偏 見 を避 け様 々 な利益 を守 るため に、被告
の少 年た ちの姓 名 を公 表 しては な らないこ と、証 人が子 どもであ る場合
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に も同様 であ るこ と、 また、評決 が ドされ るまでは、証 人や被 告 人又は
その 家族 に 対 し、嫌 が ちせ を した り、 しつ こ く追 いかけ た り、 イ ン タ
ビュー を求 め た りしては な らない と命 じた。 これに よ り、 ロバー ト ・ト
ンプ ソンは少年A、 そ して ジ ョン ・ベナ ブル スは少 年Bと して報道 され
るこ とに なった。
1933年児童 ・青 少年法(CYPA1933)の49条に よる と、 少年(10～18
歳 未満)事 件が 少年 裁判所 で審理 され る ときは次の こ とを報 道す る こ と
は禁止 されて い る(14}。① 少年裁 判所におけ る手続 に関与 す る少 年(被 疑
者、証 人、被害 者 を問 わない)に つ いては、 氏名、住所 、学校 そのほか
少年 を特 定 しうる事柄 、 お よび②上 記の少 年の写 真であ る。
これ に対 して、事 件が 少年 裁判所 以外 の裁判 所(本 件 では刑事法 院)
で審理 され る ときには、 少年の実 名報道 に関す る49条の制 限 は ない。 た
だ、裁 判所 は、裁量に よ り少年 を特 定す る報道 を禁止す る命令 を下す こ
とが で きる(s.39)。これ は、少年 が被告 であ る場合 だけで な く、 目撃者
や被 害者 であ る場合 も同 じであ る。新聞社 は独 白のルー ル をもって い る
が 、裁判所 の命令が ないか ぎ り、殺 人罪 の よ うな凶悪 犯罪 で起 訴 されて
刑事 法院 で審理が行 われ る場合 には、通常 、少年の名 前 を報 道 してい る。
また、強制 わ いせ つ事 件 の被害者が 子 どもの場 合には、裁 判所の 命令の
有 無にか か わ らず、被害者 の名前 は報道 しない、 とす るのが、通常 各新
聞社の ルー ルであ る(15}。
さ らに、後述 す るよ うに、 イ ギ リスには法廷侮 辱罪 に関 して コモ ン ・
ロー上 の規制 と、法廷侮 辱法(ContemptofCourtAct1981)があ り、
報道規制 に関す る裁 判所 の命令 に違 反 した り、裁 判の公正 を害 す る報道
を した場 合 には、懲役 ・罰金 の刑 が 言い渡 され る。
つ ま り、 バル ガー 事件 の公 判につ いては、刑事 法院 で審理 され る こと
か ら、実名報 道 に関 して49条の制限 はないのだ が、 裁判所の裁 量 に よっ
て報 道 を禁1『す る命令(CYPAl933,s.39)を出 した こ とにな る。
しか し、公 判前か ら タブ ロイ ド紙 を中心 にマ ス メデ ィアの報道 はすで
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に過 熱 して いた。 匿名 ではあ ったが、少年 た ちが犯 人 であ ると断定 す る
感情 的 な記 事や事実 に基づ か ない記事 も多か ったため、被告 側の勅選 法
廷 弁 護1:から、 公正 な裁 判は もはや不 可能 で あ り、裁 判手続 きの停 止 を
求 め る申 し立 てが なされ るほ どで あった。
11月1日審理 が始 ま ると、公 判 での弁 論や証拠 調べの 内容 は、連 日報
道 され た。 検察側 の 冒頭 陳述 、40人を超 え る 目撃 者 の証 人喚問。現場 で
発 見 された血痕 の付 いた煉 瓦、石 、鉄 片が どの よ うに殺 害に使 われ たか
を説明す る法 医学 者 に よる鑑 定。 遺体 の検 屍 を した病 理学 者に よ る遺体
の状 況や 傷 の説明。少年 達の靴 には血痕 が付着 してお り、それはDNA鑑
定 に よって ジェ 一ーム ズ・バ ル ガー の血液 であ るこ とが、証明 され たこ と。
少 年Aの 靴 ひ もに は頭 髪が あ り、 それ もまた鑑 識 に よって ジェー ム ズの
毛 髪 であ るこ と。 犯行 現場 に残 され てい た もの と同 じ青いペ ンキが、 少
年Bの ジャケ ッ トの袖 か ら発 見 され た こ と。鑑 識の分析 に よ ると、 それ
はペ ンキに まみれ た ジェー ム ズの小 さな手 でつけ られ た可能性 が大 であ
る とい うこ とだ った。 ジェー ム ズの頬につ いて いた靴 の後 は踏 み付け ら
れ たため にで きた もの であ る と思 われ、 その靴の 跡は、少 年Aが 履 いて
いた靴 の一一部 と一致 してい るこ と。 少 年た ちの刑 事責 任能 力に関す る精
神 鑑定 の結 果。取調 の 内容 が記録 され た録 音ニテー プの聴取。
5.有 罪評 決、不定 期 の禁 鋼刑 の言 い渡 し、 そ して報道規制 の解除
1993年11月24日、17日間にわ た る審理 が終 わ り、陪 審員 は ジェー ム ズ・
バ ル ガー に対す る誘拐 お よび殺 害 につ いて全 員 致 で有 罪の評決 に達 し
た こ とを法廷 に伝 えた。 この評 決 を受 け、裁判 官は、次 の よ うに不定 期
の禁 鋼刑 を言 い渡 した。
1ボビー ・トンプ ソン とジ ョン ・ベ ナ ブル ズ。 ジ ェー ム ズ ・バ ル ガー
の殺害 は前例 の ない邪悪 で残虐極 ま りな い行為 です。 この2歳 の幼 児は
母 親 か ら引 き離 され、4キ ロ も歩か され たあげ く、無慈 悲に も線 路 で撲
殺 され たの です。 その うえ、死体 は線 路の上 に放 置 され ま した。 そ うす
れば列車 に擬 ね られ 、殺害 した こ とを隠す こ とが で きるとい うた くらみ
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が あったか らです。 君 たちの行 為 は、狡婿 で極 め て邪 悪 な もの であ る と
私 は判 断 します。 私 は君 た ち二 人に た い して不 定期 刑(16}の宣 告 を しま
す。君 た ちは 国務 大 臣が 決定す る場所 と状 況の下 で監禁 され るこ とに な
ります。 君 た ちが成長 し完全 に社 会復 帰が 可能 に な り、 また君 た ちが も
う危 険 な人物 で ない との判断 を国務 大 臣が下す まで、非常 に長 い期 間、
厳 重に監禁 され るこ とに な ります。ふ た りを連 れ てい きな さい。」(17)
さらに、有 罪 判決以 前は一切 禁止 され ていた被告 人の氏名や 写真 の報
道 につ いては、先 の公判開 始時の命令 を変 更 して、裁 判所 は少年 た ちの
氏名 と写 真 を公 表す るこ とを許 可 したの であ る。 これ を受 けて、 マ ス コ
ミは、い っせ いに二 人の実名 と写 真 を報 道 した。さらに、「問題 児」で あっ
た とい う近所 での評判や 、かっ ての住 いの様子 、両親 の別 居や離婚 、学
校 でのい じめや 、 しょっちゅ う学校 を さぼ っては玩 具や キャ ンデ ィを万
引 き して いた こ とな ど、詳細 な報道が あふれ だ したのであ る。
例 えば、有 罪の評決 が ドった翌 日のガー デ ィア ン紙 の一 面では、全 面
を使 って、事 件 の裁判結果 を報 じてい る。 このU、 ガーデ ィア ン紙 は、
26ペー ジの紙面 の うち6ペ ー ジを この事件 の報 道 の ため に使 ってい る。
III英国 にお ける少年法制 と実名報道
1.イ ギ リスの少年裁 判所 の特 質(ls}
イギ リスにお いては、1908年児童法(ChildrenAct1908)の制定 に よっ
て、少年裁 判所 が設置 され、少年犯 罪者 を成 人犯 罪者か ら区別 して手続
而で も処遇 面 にお いて も取 り扱 われ るこ とに なった。 しか し、少年 裁判
所 はあ くまで も刑事 司法 の…部 であ った。 ア メ リカやH本 に おけ る少年
裁判所の創 設が、 「少年犯 罪者」 では な く 「要保 護少 年」 の福 祉 ・教護 を
め ざす福祉的機 能 を果す裁判所 として成立 したの とは大 き く異 なる。
しか し、その後 、少年犯 罪が それ を犯 す 少年 自身に よ りも、 その環 境
に こそ責任 が あ り、む しろ少年は 劣悪 な社会環 境 の被 害者 で あ るとい う
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視 点が、 次第に強 くな り、刑 事 司法的 アプ ロー チか ら福 祉的 アプ ローチ
へ の転換へ と動 きだ した。 この よ うな刑 罰主義か ら保 護主義 へ とい う移
行 す る趨 勢 を背景 として制 定 され たのが 、1969年児童 ・少年法(Children
andYoungPersonsAct1969)であ る。
当時 の労働 党政 府 の立法 目的は、非行 問題 を、刑事 司法行 政 か ら児童
福 祉行政 の一環 へ と移行 し、 手続的 に も処 遇 面にお いて も社会福 祉 の視
点 か ら再編 す るこ とにあ った といわれ る。
しか し、1970年代 には い る と、 「法 と秩序 」に重点 を置 く保 守党政府 が
青少 年犯 罪対 策 にお いて も保 護主義 か ら刑罰 主義 への転換 を図 り、 その
後 、1982年刑事裁 判法(CriminalJusticeAct1982)、1988年刑 事裁 判法
(CriminalJusticeAct1988)、1989年児童 法(ChildrenAct1989)、
1991年刑事 裁 判法(CriminalJusticeAct1991)の制定 と続 き、紆 余 曲
折 を経 て現在 に至 ってい る。 その紆余 曲折 を含 め て現行 の少年法制 の特
質 を整理 す る と、以下 の4点 に集約す るこ とが で きるであ ろ う。
① 刑事 裁判所 としての少年裁 判所
イギ リスの少年裁判 所 は、 基本的 には刑事 裁判所 的 な色彩 が濃 い。 ア
メ リカや 、 日本 の少年裁判所 が、 少 年の保護 ・更ノヒとい う福 祉的機能 を
果 す インフ ォーマ ル な手続 として創設 され、組織 的に も、刑事 裁 判所 と
は完全 に独 立 した特 別裁判所 であ るの に対 して、 イギ リスにおけ る少年
裁判所 は治安裁 判所(Magistrates'court)の特別 部 として位 置づ け られ
て い る。
それで も最近 まで、 少年裁 判所 におい て も17歳未満 の少年 に関す る刑
事 的手続(犯 罪事実 の認定 と処 遇 の決定)の 他 に民事 的手続(要 保護 少
年 の審理 と処遇 決定)も 統合 され審理 され てい た。
しか し1989年児童 法に よって、犯 罪 を犯 して も刑事 責任が 問 えない触
法少年 な どの 要保 護少年 をあつ か って いた保 護 手続(careproceeding)
が、少年裁判 所の 管轄か らはず され治安 裁 判所 に新 設 され た家庭裁 判所
(familyproceedingcourt)の管轄 に移 され るこ とにな った。 この ため、
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少年 裁 判所 には少年 犯 罪者 の 刑事 責任 を問 う刑事 手続(criminalpro-
ceeding)だけが残 され る こ とに な り、 犯罪 を犯 した少 年 を扱 う刑事 裁 判
所 として の性 格が徹底 され るこ とにな った。
② 少年裁判 所 の裁判 権
少年 裁判所 の裁判権 は、治安 裁判 所の管 轄(川が その基礎 に あ る。基 本
的に は重 罪は刑事法 院 で陪 審裁 判が行 われ なけれ ば な らないが、比較 的
軽微 な犯 罪につ いては治安 裁判 所の略 式手 続 きに よって審理 され る。 前
述の よ うに、 まず10歳か ら18歳未満 の少年 が殺 人(謀 殺 お よび故殺)を
犯 した場合 は少年裁 判所 に裁判権 はない。 さらに14歳以上 の少 年が、 強
姦や武 器 を使 用 した強盗 、傷害 を犯 した場合 に も、少年 裁判所 の裁判権
は否定 され る。 したが って、 これ らの場 合 には成 人 と全 く同 じ陪 審裁 判
を刑事 法院 で受 け るこ とに なる。
つ ま り、H本 の場合 の よ うに家 庭裁 判所 が少年事 件 のすべ て をまず 審
理 す る とい う管轄権 は、イギ リスの少年裁 判所 には 存在 しないの であ る。
日本 では、家庭 裁 判所 が少 年の 犯罪事件 の全事 件 の送致 を受 け(全 件 送
致主義 、少年 法41条、42条)、まず家庭 裁 判所 にお け る審理 が行 われ た上
で刑 事 処分 が相 当 とされ る例 外 的 な場 合に成 人の刑 事裁 判所 に送致 され
るこ とに な って い る(保 護優 先 主義、20条)。
③ 少 年裁 判所 の審理 方式
少 年裁 判所 の審理 方式 は、非 公開 で保 護 者の 出頭義務 が あ る他 は、 有
罪 ・無罪 の答弁 、対 審構造 な ど成 人の刑事 手続 とほぼ 同様 に行 われ る。
④ 犯 罪少年 に対 す る処遇
拘禁 刑(custodialsentence)、ボー スタル訓練 所(Borstaltraining)、
短期収 容所(detentioncentre)等と、かつ ては非 行の特 質 に応 じた処 遇
をす るため に 多様 な刑 事施 設へ の収容 処分 が設け られ て いたが、1982年
刑事 裁判法 に よって拘 禁刑 とボー ス タル訓練 所 が廃 止 され 青少 年拘 禁刑
(youthcustody)が新設 され、1988年刑事 裁判法 に よ って短期収 容所 と
青少年 拘禁 刑が統合 され て、少年 拘 禁施 設収 容 命令(detentionina
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youngoffenderinstitution)に一本化 され た。 また、不定 期刑 は廃 止 さ
れ定 期刑 とな り、その拘 禁期 間は犯 罪の重大性 に比例 して決め られ るこ
とに なった(CriminalJusticeActl982,s.1(4))。このため、施 設収容 処
分 は、少年の更 生 ・教 護に必要 な期 間 を定め る教 育的 な処 遇 では な く、
犯 した犯 罪の重 大性に対 応す る罰 としての応報 的 な処遇 とい う性格 が 明
確 になったので ある。
以上 の ように、1969年の 児童 ・少年法 は刑 罰主義 か ら保 護 主義 への移
行 を 目指 した もの であ ったが、その後 の保 守党政権 下 の諸 立法 に よって 、
現在 の イギ リスの少年裁判 所制 度 は刑 事 司法の一部 として位 置づ け られ
て い るこ とが明 らかであ ろ う。
2.イ ギ リスにお ける少年事件報 道
(1)少年 手続 は、刑事 司法の一 部 であ る とい う基 本的 姿勢 は、 イギ リス
に おけ る少年事件 報道の あ り方 に その まま反映 され てい る。す なわ ち殺
人等の重大 な事件 で刑 事法院 で審理が行 われ る場合 には、成 人 と同様 に、
公開の法廷 で陪 審に よ る裁 判 を受 け るよ うに、その事 件の報道 も基本的
には成 人 と同様 の報道 が行 われ るのが原則 であ る。
た だ し、前述 の よ うに刑事 法院等 の裁判所 は、裁 量に よ り少年 を特定
す る報道 を禁 止す るこ とがで きるとしてい る(CYPA1993,s.39)。これ
は、 その名前 な どの報道 に よって、子 どもに深刻 な影響 を及ぼす危険性
が あ ることに配慮 した もので あ り、考慮 の対象 は被告 人 に とどま らず、
被害 者や 目撃者 な どが子 どもであ る場合 も含 まれ る。子 どもの保 護 ・福
祉 の観点か らの具体 的状況 に応 じた対 応が で きるよ うに 、裁判官 の裁 量
を認 めて いるのであ る。
これに対 して、少年裁判所 で審理が行 われ る場 合に は、少年 の保 護 を
最優 先に し、親 の氏名 も含め て少 年 を特 定 しうる事項 の報道 は禁 止 され
る(s.49)。少 年裁判所 に関 して は、 少年事件 の特有性 が優 先 されて い る
わけで あ る。したが って、少年事 件 で顔写 真や実 名が報道 され うるのは、
殺 人罪等 の凶悪 な事 件 で刑事 法院 で裁 判が行 われ るときだ けで ある。
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(2)具体 的 には、 どの よ うな場 合 に少年の 名前は実名 で報道 され あ るい
は匿名 となってい るの であろ うか。
比較 的 占い事件 で有名 なのは、 メア リー ・ベ ル(MaryBell)事件 であ
る。この事件 は1968年、ニ ュー キ ャ ッスル で発生 した、11歳の メア リー ・
ベ ル とい う少 女 が4歳 と3歳 のふ た りの幼 児を絞 殺 し、故 殺 で有 罪 と
なった事 件 であ る。 この事件 では、 バ ルガー事件 と異 な り報 道禁 止の裁
判所 命令が 出 され たの で、有 罪判決後 も実 名 では報道 され なか った劇 。
また、バ ルガー事件 の公判 当時の ガーデ ィア ン紙 には、少 年の事件 報
道 に関 して3つ の例 が紹介 されて い る(21)。まず 、13歳の少女 を監禁 した
上で強姦 した罪で刑事 法院 に正式起訴 され た事件 で15歳と16歳の被告 の
少年 は、起訴 当時 は氏名の報 道が禁 止され ていた ものの有 罪判決後 に裁
判官 は、「少 年た ちが犯 した罪は、少年 たちが住 む コ ミュニテ ィー に明 ら
かに され るべ きであ る」 とその理 山 を説明 し禁 止命 令 を解 除 した。別 の
事件 で、や は り強姦罪 で起 訴 され た16歳と17歳の少年 の ケー スでは、 裁
判官は 「君 たちは強姦罪 を犯 す こ とが で きる年齢 なのだか ら、}'分に そ
の 罰 を受 け て もおか し くない年齢 であ る」 とその理 由 を説明 し氏名公 表
を許 可 して い る。 しか し、別 の15歳の 男子生徒 が同級 生 を森 に引 きず り
込 ん で強 姦 した事 件 では、氏名は公 表 は許 され なか った。
(3)1933年児童 ・青少年 法39条は、 刑事 法院 等の裁 判所 は、(a)事件 の被
害 者、加 害者 、証人 その他 手続に関 与す る児童 ・少 年につ いて、 その氏
名、住 所 、学校 その ほか 児童 ・少年 を特定 しうる事 項の報道 を禁 止す る
命令 、(b)上記の児童 ・少年 の写真 の報道 を禁止す る命令 を出す こ とが で
きる、 と規定す る。
この規定 に よれば、 どの よ うな場合 に報 道禁止命令 を出すか につ いて
は、裁判官 の裁 量に委 ねてお り、 具体 的 な判断基準 は示 して いない。 こ
の ため裁 判官の裁量の 妥 当性 が上 級裁判所 で争われ るこ と も生 じる。 上
級裁判所 で争われ たケー スで判例集 に掲載 されて い る判例 では次 の2つ
があ る。 ともに公判開始 時に出 された報道禁 止命令 を、 判決 言 い渡 し時
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に解 除す る決 定 を して実名報道 を認め た裁 判官 の裁量の 妥 当性 が争 われ
た もの であ る。
①RvCrownCourtatLeicester,exparteS(aminor)(1992)2All
ER659
12歳の 少年 が消 防署 に放 火 し、約250万ポ ン ドの損 害 を与 えた事件 で、
少年 は起 訴 されたが、刑事法 院 での 初公 判の 日に裁判官 は39条に基づ い
て、被告 で ある少 年の 氏名 その他 少年 を特定 しうる事項 の報道 を禁止 し
た。 その後、 少年 は有 罪の答弁 をし5年 の拘禁 刑(detention)が言い渡
され た際に、裁 判官は、 本事案 は報道 規制 が解 除 され るべ き稀 なケー ス
の…つ に 当た る として報 道禁止命令 を解 除す る決定 を ドした。
この報道禁 止解除の 決定の 妥当性 につ いて高等法院 女王座 部(Queen'
sBenchDivision)は、以下 の よ うに判断 した。
確 か に、市 民が刑事 手続 の公正 で 正確 な報道 を受 け 、 また犯 罪 を犯 し
て有 罪 とな った者つ ま り地域社会 にお いて危険 な人物 の存 在 を知 るこ と
は合 法的 な市民 の利益 で あ る。 しか し、 それ に優 越す る児童 ・青少 年の
保護 とい う利益 があ る場合 には、裁判 の報道 は制 限 され うるもの であ り、
それが39条の趣 旨であ る。 したが って39条に よる報道制 限 を しない決定
や 、す で に命 じられ た報 道禁止 を解 除す る決定 は、「稀 で例外 的 なケー ス」
(rareandexceptionalcases)に限 られ るべ きであ る、 と裁量 の判断 基
準 を示 した。
しか し原決定 は、 なぜ この ケ 一ースが実名 報道 を認め る1稀 で例外的 な
ケー ス」 とい えるのか 、その理 山 を明 らか に していない し、 また少年 の
身元が明 らかに され るこ とに よって、少 年の施 設内での教育 ・更生 、少
年の家 族 に及ぼす悪影響 を考慮 して いる とは いえない、 として報道 禁止
解除 の原決定 を破棄 した。
②RvLee(1993)2AIIER170
1991年11月、 被告 であ る14歳の少 年は、14歳の少女 を強姦 した罪 で起
訴 され たが、 この事 件の初 公判 において、裁 判官は39条に基づ き、少 年
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を特 定 しうる事項 の報道 を禁 止す る命令 を下 した。 その後 有罪 の評 決が
ドされ2年10カ 月の拘禁刑 を言 い渡 され た ときに は、先の 報道禁 止命令
は解 除 されなか った。
しか し、 この時点 です でに、保 釈 中の 身であ りなが ら強 盗お よび模 造
拳銃 所持事件 をお こ していた。 この第2の 事件の初 公判 にお いて も、 前
回 と同 じ く報 道禁止 命令 が出 され たが、今 回は裁 判官 は拘 禁刑 の 言い渡
し時 に報道禁 止命令 を解 除 した。
これ に対 して被告側 が報 道禁 止を求め て控 訴院(theCourtofAppel)
にh訴 を したの が この事案 で あ る(22)。
その判決 にお いて、控訴 院は以下 の よ うな判断 を示 した。39条に基づ
く裁 判官 の報道制 限に関 す る裁 量は、厳格 に拘束 され るべ きでな い。報
道禁 止の 命令 を出 さない判断、 または報道 禁 止命令 を解 除す る判断が許
容 され るのは 「稀 で例外 的 なケー スにお いて」 に限 る、 と39条が規定 し
てい るわけでは ない。 もし39条におけ る裁 量を狭 く限定 して しま うと、
少年 裁判所 にお け る手続 と刑事法 院 にお け る手続 の違 いは無 くなって し
ま うであ ろ う。 また、本事 案にお いては① の事 案 とは異 な り、裁 判官 は
少年 の 更生 に及 ぼす影響 と犯 人の名前 を知 る市民 の利益 を比較考 量 して
判 断 してい るの で、裁判 官の妥 当な裁 量の範囲 内で あ る、 と判示 し原判
決 を支持 した。
以上 二つの判例 の具体 的結論 は異 なるが、共通 す る点 は、市 民の利益
と少年 の教育 ・更生 の利益 を比 較考量す るこ とを裁判 官の裁 量に委 ね る
のが39条の趣 旨であ る とす る点 であ る。公正 で正 確 な裁判 の報道 を受 け、
危険 な人物 か ら地 域社 会 を守 る市民 の利益 と、報 道が もた らす 少 年の教
育 や家族 に対す る悪影響 を具体 的状 況 に応 じて比 較考 量す るこ とが 、39
条の 立法意図 であ る。
他方 、判断 を異にす るの は、 報道制 限 を しない決定や 、す でに命 じら
れ た報 道禁 止 を解 除す る決定 を出す こ とが で きるの は、 「稀 で例 外的 な
ケー ス」 に限定 す るか 否か の点 で ある。 す なわ ち、 市民の利益 と少 年の
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教育 ・更生の比較 考 量にお いて、刑事 裁 判所 に おい て も少 年裁判 所 と同
様 に少 年の利益 を可能 なか ぎ り優先 しよ うとす るのが前 者 であ り、刑事
裁判所 にお いては市民 の利 益 を優先 す るのが後 者 であ る とい えよ う。
しか し、 いずれの 判例 にお いて も、 具体 的 な判断 に至 る経緯 にお いて
少年 の利 益 と市民の 利益 とを}一分 比較 考量 してい る こ とが明 らか であ る
こ とを、39条の裁 量の妥 当性 の判断基 準 としてい る。 この 意味で、実 名
報道 を認め る際 に も慎 重 な配慮 を制度1要 求す る もので あ る点に注 目 し
たい。
3.公 正 な裁 判 を受 ける権 利 と報 道 の 自由
(1)少年 の実 名報道 が許 され た と して も、決 して 無制 限な報道が 認め ら
れ るわけ では な く、 イギ リスでは裁 判報道 に関 して い くつ かの法律 上の
制 限が あ る。 その中核 をなす のが 「法廷 侮辱 罪」 で あ る。 歴 史的 には12
世紀 まで遡 る こ とが で きる コモ ン ・ローEの 法廷 侮辱 罪は、厳格 な無過
失 責任 をメデ ィアに対 して追 及 して きた。 出版 ・報道 が 予断 ・偏 見 を生
みだす こ とに よって、陪 審 員に よ る審理や 治安 判事 に よる裁 判に影響 を
及ぼす こ とを防 ぎ、裁 判の 公正 を維 持す るこ とをその 目的 とす る。実 名
は報道 で きるが、 事件 の 詳細 や被 疑 者の素 姓 ・経 歴 ・前科等 の報道 は、
陪審貝 ・裁判 官 ・証 人に対 す る影 響 な どを考慮 して厳 し く制 限 され てい
る。 そ こでは あ くまで裁 判の公 正性 の維持 に対す る配慮が優 先 され てい
るの であ る。
ただ し、現 在 では、1981年法廷 侮辱 法の成 立に よって、 コモン ・ロー
上 の厳 格 な無過 失責任 の 原則 に限定 が加 え られ てい る。報道 の 自由 に対
す る考慮か ら、 メデ ィアの責任 は若 下緩和 され てい るのであ る。
1981年法 に よ って メデ ィア が無過 失責任 を問 われ るのは、① 特定 の裁
判の公 正 さに深 刻 な影響 を及ぽす具体 的 危険1才("asubstantialriskof
seriousprejudice",s.2(1))の存在す る場合 で、か つ②9続 が進行 中で あ
るこ と("active",s.2(3))とい う要件 を満 たす場 合 に限定 され たの で あ
る。
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この ため特 定の裁 判の公正 に及 ぼす影響 が、抽 象的 な もの であ った り
軽微 で あ ると考え られ る場合 が除外 され た こ とにな る。 また手 続の進行
中 とい う要件 が加 わ った こ とで、 逮捕 、逮捕 状 の発 布 、召喚、 起訴 に よ
り手続が開始 してか ら、無 罪判決 、有罪 判決、公訴 の取 り下 げ な ど裁 判
が確定 して手 続が終 了 した ときまで と、法廷 侮辱 罪が適 刑 され る時 間的
な範 囲 も明確 に されたわけ であ る。
しか し、上 記の2条 件 を満 た さな い場合 で も、裁 判 の公正 を阻害す る
こ とに関 して メデ ィアの故意 ・過失 が証 明 されれ ば、 コモ ン ・ロー に よ
る処 罰 も可能 で あ る。例 えば、まだ手続 が ス ター トしてい ない段 階 で も、
近 い将 来 に予想 され る場 合 には、 その事件 に関す る報道 は制限 され る。
また、脅迫 事件 の被 害者の名 前 を報 道 した り、裁 判の証 人 を中傷 した り
とい った、特定 の事件 の裁 判には影響 しな くて も将 来 の裁判の適 正 な遂
行 に影響 を及 ぼす危 険の ある報 道 も制 限 され る。
また、1981年法 に よって、裁判所 は裁 判の公正 を害す る危険 があ る場
合 には、 当該事 件 に関す る報道 を必要 と考 える期聞 禁 止す る権 限 も与え
られて い る(s.4)。
(2)実際 に刑事 事件 の報道 で どの よ うな場合 に法廷 侮辱 罪に問 われ るの
であ ろ うか。WalterGreenwood&TomWelshによる著書"Essential
LawforJournalists"は、以下 の具 体例 を挙 げて い る(23)。1977年、被告
が逮捕 され た時 まだ覆面 を してい た と実名 入 りで報 じた ス コッ トラ ン ド
の新 聞社 と編 集者 は、250ポン ドの罰 金 を科せ られ た。その理 山は、被 告
に まだ判決が下 らない うちに有 罪 と断定 した報道 を したため、 被告 人の
公正 な裁判 を受 け る権 利 を害 した とす る もの であった。 また、 まだ殺 人
で起訴 され ただけの段 階 で、 被害者 が 「殺 され た」 と報 じて はな らない
としてい る。 言 うまで もな く、殺 人か どうかは裁 判所が決 す る こ とであ
るか らだ。 さらに被告 人の素姓 ・経歴 を報 じた り、 裁 判報告 に無 関係 な
事柄や コメン トを加 えた り、特 に前科 な どに触れ るこ とは、 法廷侮 辱 罪
とな りうる。1979年スコ ッ トラン ドの新 聞 は、麻薬事 件 で逮 捕 され た被
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疑者 の 前科 を報道 したこ とで新 聞社 は2万 ポ ン ド、編 集者 は750ポン ドの
罰金 を 言い渡 され てい る。以上 は、上 記文 献の示 す例 であ る。
イギ リスにお け る法廷 侮辱法 の存 在は 、報道の 自由 は 尊重 され るべ き
では あ るが、 公正 な裁 判 を受 け る権 利 を脅 かす もの であ ってはな らず、
その点 で公正 な裁 判 を受 け る権 利 が優 先 され てい るこ とに 基づ くもの で
あ る。 それ は、ペー パー ・トライアル に対 す る警 戒 に由来 す る もので あ
る とされ てい る(24}。この よ うな イ ギ リスの状 況 と、 口本の 報道の現状 と
が いかに 異な るか を次 に具体 的 に確 認 してお きた い。
(3)日本 では イギ リスの 少年事 件 報道 に関 しては、顔 写真 の掲載や 実名
の報 道 だけ が取 り上 げ られて い る。 しか し犯 罪報道 ・裁 判報道 と裁判 の
公正性 の保 障 との関係 で 言えば、 その根 底 にお いて 日本 とイギ リス とで
は異 な ってい るので あ る。
例 えば、 日本 の報道 を特 色付 け てい るの は、5WIHと い う報道す る
上 での基本 的 事実 よ りも、 そ れ以 外 の 事実 の 報道 に 重点 を置 く点 で あ
る{25)。犯人の素姓 、家 族構成 、生 育歴、 生活習慣 ・嗜好 、性格(そ の凶
暴性 、異常性)、 自白の 内容 な どを詳述 し、記 事全体 を読 む と、被 疑者 ・
被告 人が 「犯 人」 であ るこ とを強 く印象づ け る構 成 とな ってい る。 この
犯 人視 に基づ いたマ ス ・メデ ィアに よる情 報の洪 水 は、公正 な裁 判に深
刻 な影響 を及ぼ しか ね ない。
また事 件 に関 す る報道 は、逮捕 後す ぐの捜査段 階 での報 道に集 中 し、
裁 判所 におけ る審理 ・裁 判に な る と極端 に報道 量が少 な くな るの が 日本
の特徴 であ る。 これに対 して、 イギ リス において は、裁判 が開始 してか
らの報道が事件 報道 の 大半 を 占め る。 イギ リスに おいては 「犯 罪報道」
では な く 「裁 判報 道」 なので あ る。
例 えば、神 戸市 児童殺 害事件 で被疑 者少年 か逮捕 され た ときの 口本の
新 聞 記事 と、バ ル ガ 事ー 件の被 疑 者少年 か 逮捕 され た ときの イ ギ リスの
新 聞記事 とを比較 してみ れば その違 いは歴 然 として いる。
日本 の新 聞は 、逮捕 され た少年 を有罪視 し、少年や 家族 のプ ラ イバ シー
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にわ た る詳細 な記事 を掲載 してい る。1997年6月29U付け朝 日新 聞 朝刊
は一 面で、「淳君事 件 ・中三 男子 を逮捕/殺 害容 疑認め る供述/兵 庫 県警 、
自宅 でナ イフ発 見」の タイ トルで被疑 者の逮 捕 を以 ドの よ うに報ず る。
「……捜査 本部 は周辺の聞 き込み捜査 か ら、猫 を殺 した こ とか あ った り、
『学校 に復 讐す る』 ともらしていた この 男 了生徒 が事 件 に関係 して い る
との見 方 を強め、28日朝か ら任意 同行 を求め事 情 を聞 いてい た ところ、
犯行 を 自供。 自宅 か ら凶器 と見 られ るナ イフが発 見 され たため逮 捕 に踏
み切 った。 ……調べ に対 して男 了生徒 は 『淳 君 でな くて もよか った』 と
話 し、殺害 方法につ いて は、『切 断はの こ ぎ りな どを使 った』と供 述。切
断場所 につ いては、 『タンク山のア ンテナ施 設の フ ェ ンス内』と話 してい
る とい う。犯行 声 明文 を神戸新 聞社 に送 りつ けた こ とにつ いて、 男r生
徒 は 『捜査 のか く乱 を狙 った』 と供述 して い る。」
また逮捕後2日 目の6月30Hの 朝 日新 聞の 記事 では、「14歳『心 の闇』
/緊 急 報告 ・児童殺害」 の 中で、小学校 の卒 業 記念 論文集 につづ った少
年の作 文 を一一・部 引用 して、 それが神 戸新聞 社 に届い た犯行 声 明文 の表現
とよ く似て い る と指摘 す る。さらに、「淳君 の事件 が起 きた5月24Hの 数
日前、 少 年が通 う市立友 が 丘中学校 の正 門前 に、足 を切断 され た猫 の死
体 が置 いて あ るのが 見つ か った。 その 直後 、 同学 年 の一 人が近 所 の書店
で偶然 少年に 出会 い、 『話 しで もしようか』と北 須磨 公 園に 向か った。ベ
ンチに座 りなが ら、少 年は 『学校 に仕返 し した る』 『猫 を殺 した』と打 ち
明けた。 …… 『猫 殺 し』 の話 しは、仲間 うちでは よ く知 られ てい た。 あ
る友 人は事 件前 、少 年が切 断 した猫 の舌 を、 びんに詰 めて持 ってい るの
を見 て驚いた、 といった。 あ る女子中学生 は小学校 時代6年 生だ った少
年 が 自宅近 くで淳 君 と遊 ぶ姿 を見てい る。… …少年 は、淳 君 をか わ いが っ
てい るよ うに 見えたが、遊 ぶふ りを して時 々足 を踏 ん だ りつ ね った りし
ていた 、 とい う。」
この 後連 日、朝 ロ新 聞 では この事件 の取調べ の状 況、裏 付け捜 査 の進
行状 況 が報 道 され てい る。 少年の名 前は伏 され てい る とは いえ逮捕 直後
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の段 階 で、 自白内容 を詳述 し、 少年の通 う中学校 名 を公表 した うえ、同
級生や近 所の住 民に取 材 して少年 の 異常性 ・凶悪性 を強調 す る記事 を掲
載 してい るの であ る。
日本 におけ る 「犯 罪報道」 が、 イ ギ リスの 「裁 判報道 」に対す る基本
姿勢 といか に懸け離 れて い るか は 明瞭 であ ろ う。 そ こには 「ペー パー ・
トライア ル」 に対す る警戒 とい う視 点が全 く欠 落 してい るの であ る。
これに対 して、 バル ガー事件 では、 イギ リスでは タイム ズ紙 と並 ん で
朝1:ll紙の代表 で あ るガー デ ィア ン紙(1993年2月20日付)は 、「10歳の少
年 が殺 人事件 で 身柄 拘束」 と被 疑 者逮捕 を初 めて報 じている(こ の段 階
では匿名 であ る)。
「先週 発生 した2歳 の ジェー ム ズ ・バ ルガーの誘 拐お よび殺害の容 疑
に関 して、治安判 事は 、昨夜、 リバプー ルの ウォル トン地 区在住の10歳
の少年2人 を さらに36時間取調べ るため に身柄 拘 束す るこ とを認め た。
少年 た ちは、木 曜のBBCの 『クライム ウォ ッチ』とい うテ レビ番組が 放
映 され る前 に逮捕 され た。 この番 組 はバ ルガー事件 を特集 したが、 この
放映 をきっか けに、 ジェー ム ズ君が ブー トルにあ るス トラン ド ・シ ョッ
ピング ・セ ンターか ら誘拐 された事件 につ いての 目撃情 報が殺到 した。
捜査 を指揮す るア ルバー ト・カー ビー警視 は、 『二人の 少年が、木 曜の 午
後8時30分 に逮捕 され、 ジェー ム ズ君の誘拐 お よび殺 人の罪 で取調べ を
受 けて い る。 今の段 階 では起 訴 をす るか どうか は まだ分 か らない。 少 年
た ちは、別 々の警察 署に、 弁護人 と家族 と… 緒に いる』 と語 った。 カー
ビー警視 は、ラ ジオの イン タビューに、『少 年た ちは非 常に慎 重に優 し く
扱 わ なけ れば な らな い。 まだ少 年た ちは10歳に しか過 ぎないので あ る。
取 調べ は時 間 をか けて ゆ っ くりと進 め るつ もりであ る』と答 えた。 ……」
既 述の とお りこの時点 で少年の うち一 人はすでに 自供 を始め てい たので
あ るが、報 道 は 自白に ついては…切 触れ てお らず、 また逮捕 され た少年
二 人の生 い立 ち、家族構 成 な どの記事 もない。被 疑者の少 年に対す る感
情 を交 えず に客観 的 な事 実だけ が冷静 に書 かれ てい るだ けであ る。 その
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後 もガー デ ィア ン紙 では、2日 後 の2月22日、少 年 たちが起訴 され た こ
とが報道 され たが、や は り日白や 少年二 人に関す る個 人的情報 は報 じら
れて いない。公 判が開始 す る までに ガー デ ィア ンに掲 載 され た事件 に関
す る報道 は、次 の2回 を除けば ほ とん どない。 その うち1回 は、1993年
2月22日、2人 の少年 が、起訴 後公判 までの 間保 護施 設 に収 容 され る命
令 を受け るため に治安裁 判所 に出頭 した際に、裁 判所 の周 りの沿道 に 集
ま った群 衆が もみ合 いの末 に6人 逮捕 され た時(1993年2月23日記事)
の 記事 で あ り、2回 目は、被 害者 であ るジェー ム ズ君の葬儀 の 記事 であ
る(1993年3月2il記事)。
被害 者 に関 して も、 イギ リスでは報道が制 限 され て い る。前述 の とお
り児童 ・青 少年 法 が被 害者 が児童 ・少年 であ る場合 に その氏名 等の報道
を制 限 してい る(39条、49条)ば か りでな く、成 人 であ って も、1976年
性犯 罪法(Sexua10ffencesActl976)は、性犯 罪の被 害者 の氏名 の公
表 を制限 して いる。
{4)他方、 バ ルガー事件 報道 で も、 『サ ン』や 『ミラー』 と言った タブ ロ
イ ド紙の取材 や報 道 には 目に余 る もの もあ ったのは事実 で あ る。例 えば 、
公 判 を目前 に した1993年10月7日に は、『サ ン』 紙 は、ぺ ろぺ ろ キャン
デ ィー を手に持 ったジ ョンが、 プ レス トン刑 事 法院 に入 ってい く様 子 を
写 した写 真 を、 法廷侮 辱罪 にな らない よ うに ジ ョンの顔 をぼかす 処理 を
した11で、1面 で大 き く掲載 して い る。 さ らに裁 判 を待つ 間保 護 施設 で
生活す る少年達 の暮 ら しぶ りを詳細 に報 じてい るが、 内容 は誤 った もの
であ った(26}。
いわゆ る 「イエ ロー ・ペー パー 」の レベ ルで比較 すれ ば、 日本 とイギ
リスのマ ス コ ミの 間には 大差は ない とい う指摘 もあ るであ ろ う。しか し、
それ ぞれの 国 を代 表す る一般 紙の レベ ルで比較 した とき、 その差 は歴然
と して い る。 裁 判報 道 につ いて言 えば、 法廷 侮辱 法の存在 が その差 を決
定づ け てい る といえ るだ ろ う。
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おわ りに
以 上、 少年事件 の実名 報道 とい う問題 を中心 に、最近の 日本 とイギ リ
スにお け る具体 的 な事件 を取 り上げ て考 えて きた。実名報道 を契機 と し
た少 年 司法 お よび犯 罪報 道 の比 較 法 的考 察 に よ って明 らか に され た の
は、少 年のみ な らず成 人 を も含め た刑事 司法全体 の根幹 にわ た る違 い で
あ った。 す なわ ち、一 つは、 公 正な裁 判の維持 とい う観点 か ら加 え られ
る報道規 制 であ り、 もう一つ は、捜査 手続 の適 正化 と人権 に対す る制度
的保 障 で あ る。
報道 につ いて言 えば、 イ ギ リスにお いては法廷 侮辱法 の存在 に端的 に
現 れて いる よ うに、興 味本位 の無 責任 な報道や 犯 人視報 道が公正 な裁判
を阻害す る とい う自覚 の上 に、報道 をめ ぐる制限が経験 的 に積 み上げ ら
れ て きた。 それ は少年事件 で も同 じであって、実名報 道の許否 をめ ぐる
裁 判所 の裁 量判 断、警察広報 担 当官 の慎重 な発 言、 一般新 聞報 道に おけ
る 自制 な どに、 それが具体 的に現 れ てい る。
捜査 手続 につ いて 言えば、警察拘 禁期 間の厳 しい制 限 、取 調べへ の弁
護 上の立 会請求権 、取 調べ の録 音に 見 られ るよ うに、取調べ過 程の適 正
化 、被疑 者の 人権 へ の配 慮が制度 的 に保 障 されてい る。 これに加 えて、
被 疑者 が少 年であ るため に 、取 調べ時 間や 、取 調べ への親 の立会 い を義
務づ け るなどの特 別 の配 慮 をしてい る。
翻 って、 日本 の場合 は どうであ ろ うか今
捜査 も含め少 年 手続全 体が保 護 主義 を基本理 念 としてい るは ずであ る
に もか か わ らず、代 用監獄(長 期 間に及ぶ警 察 での 身柄拘 束)、長期 間 ・
長時 間の取調べ 、被 疑者取 調べ への弁 護 人(付 添 人)の 立会 い権 の 否定 、
強要 ・偽 計 を用 いた被疑者取 調べ等 、H本 の刑 事 司法全体 の水 準は国 際
的 に もイギ リスの 水準 と比べ て も低 い。 日英二つの事件 を例 に とって比
べ てみ る と、 少年 の置か れてい る人権 状況 には著 しい違 いが あ る。 この
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状 況の改 善 こそ焦眉の課題 とい えよ う。
また犯 罪報道 ・裁判報道 につ いて 言えぱ、 その歴 史的背景、厳 しい法
的制限の 存在、 犯罪報道 の現状 の違 い を抜 きに して、 単に実 名 ・顔写 真
の点のみ を取 り上 げ て、 イギ リス と同様 に報道 すべ きで ある とい う議 論
は短慮 の誘 りを免れ ない こ とは明 らかに なった と考 え る。 こ こで敢 えて
言 うな らば、 イギ リス と 日本 との 間に 見 られ る法一般 に関 る文 化 の違 い
が背景 にあ り、 それ につい ての考察 と論 議の深 ま りが前提 とな って、初
め て両 者の 比較が可能 に な るの であ る と考 え る。
深刻 な報道被 害 を引 き起 こ してい る 日本 の犯 罪報道 の現状 の下 で、少
年事件 の実 名報道 を行 うこ とは、今 以上 に報道被 害 を拡 大す る もので し
か ない。
最後 に 、少年 法制 の基本理 念 と関連 して、現在 少年 手続 に刑事 司法的
要素 を導 入す るこ とが議論 され てい るが、次 の事 実 を記 してお きたい。
バ ル ガー事 件 では、大 人のため に作 られ た被 告人席 では少 年た ちの視
界 を遮 って しま うため に、特 別 に高 さ25センチの壇 を組 み立 て、 そのk
に置かれ た椅 了に少年 たち を座 わ らせ て審理 を行 わ なければ な らなか っ
た(27}。これ は、大人 を想定 した刑事 裁判 の シ ステム の中で少 年 を裁 くこ
との困難性 を象徴 的 に示 してい る。
1994年5月、 バル ガー事 件 は ヨー ロ ッパ 人権裁 判所(EuropeanCourt
ofHumanRights)に提 訴 され、今度 はバ ルガー事件 裁判の正 当性が 争
われ るこ とに な った。10歳の少 年に刑事 責任=能力 を認め、大 人の刑 事裁
判所 で裁 くこ と、不定期 の禁 固刑、 それ ぞれがr一どもの 入権 を脅かす も
の として、批 判が 向け られ てい るの で ある(28)。
日本 もまた、国際的 な視 野 の中 で、少年法制 の あ り方、 公正 な裁 判 と
報道、 報道の 自由 ・国民の知 る権利 の真 に意 味す るところ を、慎重 に検
討す るこ とが必要 なの であ る。
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〈注 〉
ω例 えば 、「編 集長取 材 メモ ・『14歳少年 』禁 じられ た写 真の 呪縛 」(『フ ォー カ
ス』1997年7∬」16日号6頁 新 潮社)で あ り、 また 『週Fl噺潮』7月17日 号 の グ
ラ ビア 「OBSERVER・幼 児惨殺 少年 を実 名で報 じた英国 ジャーナ リズム」や
同号の特 集 記事 であ る。
{2噺井 直之 「少 年犯 罪 ・実名報 道 問題の 本質 」世界1989年529号15頁、大塚 英志
「メデ ィア に よる"子 ども殺 し"に つ い て」本 の雑 誌1989年7月号 、菊 田幸一
「女]三高生惨 殺事件 の 匿名報 道」JCCD(犯罪 と非行 に関 す る全 国協議会)機 関
誌1989年6月号24頁、 沢登俊雄 「マ ス コ ミの変 な正義 感」ジュ リス ト1989年934
号4頁 、津 田玄 児 「『実 名報道 』 と少年 法61条」新 聞研 究1989年456号63頁、森
田宗一 「少年 犯罪 『実名 報道制 限』の歴 史 と論理 」東 京弁護 上会編 『取 材 され
る側 の権 利 』 日本 評論社1990年181頁、 酒 井安 行 ・村 山裕 「少年 事件報 道」法律
時報1991年63巻12号53頁、 大庭絵 里 「少年事 件 と犯 罪報道 」法 学 セ ミナ ー1998
年517号65頁
(3)例えば 、現行 少年 法の 欠陥 を理 由 とす る例 として、『フ ォー カス』編 集長 ・田
島 ・昌氏 が顔写真 掲 載に至 った理 由 につ いて語 っ た1編 集長 取材 メモ 『14歳少
年』禁 じられ た写 真 の呪縛 」を挙 げ る こ とがで きる(『フ ォー カ ス』1997年7月
16日号6頁 新潮 社)。 また、社会 防衛 を挙 げ るのは、 大橋 幸 ・日本大 学教授 「犯
罪 者情報 の 公開 を1で あ る(『週F‖文 春』1997年7月17H号50頁)。「イギ リスで
は10歳の 少年2人 が2歳 の子 ど もを誘拐 して殺 害 し、死体 を線路 に お いて引か
せ る とい う残 酷 な事 件 があ りま したが 、少年 の顔 写真 、実 名 は報道 され て い ま
す 。一 方、ア メ リカでは、性 犯 罪 を繰 り返 した犯 罪 者が コ ミュニ テ ィー に帰 っ
て くる と、その犯罪 者 の家 に は こ うい う犯罪 を犯 した 人間 であ る とい うステ ッ
カー が貼 られ るの です。その 考 え方の 基本 にあ るの は、犯 人の 人権 よ りも、 ま
ず平和 な市 民生 活 を侵 さない とい う大 前提 です。平 和 な市民生 活 を営 む うえで
犯罪 者の情 報 を得 て警 戒す るの は当然 の権利 なん です。…加 害者 の 人権 が過剰









⑤神 戸 市 児童 殺 害事件 を きっかけ に少年 法制 に批 判か相 次 ぎ、少年 法の 改正 を
求め る声 も多い。少 年の逮 捕 直後 の7月1日 の記 者会 見で梶lll官房長 官が 、4
日の閣議 後 には武 藤嘉 文総 務庁 長官 が、少年 法改正 を検 討す る必要 があ る との
考 え を明 らかに して い る。 また、 白民党の 「少 年の犯罪 防 止と健 全 育成 に関す
る特別 委 貝 会」では 、現行 少年 法 に対 し 「保 護 ・育成の観 点 に偏 り過 ぎてい る」
とす る批 判 が相 次 ぎ、法改 正 も念頭 に いれ て、少年 犯罪 の防 止策 を検 討 す るこ
とを決 め て い る(1997年7月25日朝 日新 聞朝 刊)。少年 の凶悪 犯罪 の防止(一般
予防)と 再犯 防止(特 別 予防)の 点か ら現 行少 年法 は批 判 され てい る。
㈲ しか し、凶悪 犯罪 の抑止 とい う点 につ いて 言え ば、厳 罰や実 名報道 に よ る威
嚇 に、少 年犯 罪 を抑 止す る効 果 があ る と実 証 されて い るわけ では ない。
そ もそ も、H本 で少年 の 凶悪犯 罪が増 加 して い るの か とい う疑問 が あ る。
この点 につ いて は、斉 藤豊 治 「14歳の犯 罪 と少年法 」法 律時報69巻10号2頁
以下 、津 田玄児 「少 年法 『改正 』論の前提 を問 う」法学 セ ミナ・-514号8頁以 下
が詳細 な検 証 をされて い る。
さ らに再 犯 防止 の観点 につ い て見 る と、法務 省が行 った凶悪 事件 を起 こ した
年少少 年 の再犯 状況 につ い ての調 査結 果に よれば 、殺 人、強盗殺 人な どの 凶悪
事 件 を起 こ した少年 が 、交通 事故 な ども含め た再 犯率 は42%であるが、再 び同
様 の 凶悪 事件 を起 こ したケー スは2%に とどまって いる(1997年7月24日H経
新 聞 朝刊)。
のプ レス苦 情処 理委 員 会につ い ての詳細 は、 田島 泰彦 「イ ギ リスにお け るマ ス
メデ ィア と市民 の権 利一 苦情 申立 て制度 の 考察1清水 英夫 編 『マ ス コ ミと人権』
三 省堂(1987年)、堀部政 男 「イギ リスの マ ス メデ ィア ・プ ライバ シー保 護強化
論 一カル カ ッ ト報告 書 の概 要 と影響1ジ ュ リス ト964号(1990年)、田島泰彦 「現
代 イギ リスの プ レ スのtS・1由とプ ライバ シー(ヒ)(下)」 新 聞研 究474号・475号
(1991年)c
(8}事件 の 詳細 につ いて は、 デー ビ ッ ド ・ジェー ム ズ ・ス ミス著北 野 ・世 訳 『f'
どもを殺 すf'どもた ち』 翔泳社1997年(DavidJamesSmith,"THESLEEP
OFREASON:TheJamesBulgerCase"1994)、事件 ・裁 判 当時 の 『ガーデ ィ
ア ン』紙 の記事 と、菊 池和典 「バル ガー事件 とその影響 」ケー ス研 究241;J-1994
年 を参考 に した。
《9榊戸 市 児童 殺 害事件 では、付 添 人(弁 護 団)に よる再 三 の神 戸地 裁へ の準抗
告 、最 高 裁へ の特別 抗告 に もかか わ らず、被 疑者 の少年 は6月2811の逮捕 か ら
再 逮捕 をは さん で7月25日 家裁 に送致 され る まで、約1ヵ 月に わた って代 用監
獄 であ る須磨 署 の留 置場 に身柄 を拘 束 され ていた。
(10}神戸市 児童殺害 事件 の場 合、代 用監獄 に収 容 され ていた 少年 の取 調べ には弁
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護十や 親は立 ち会 っていな い。 犯行 声 明の コ ピー を見せ て取 調官 が 「これは君
が書 いた もの であ るこ とは 、は っ き りしてい る」と言 って、筆 跡鑑定 で声 明文
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